
 

 

 

 

早いもので１学期もいよいよ後半戦で

す。みんな、新しい学年にすっかり慣れ、

去年の教室にまちがって入ることもなくな

りました。 

６年生は、ずっと楽しみにしていた修学

旅行に行ってきました。１年生から５年生

は、メッセージ入りのお守りやてるてる坊

主、たくさんの手作りクイズなど、「また

お話を聞かせてくださいね。気をつけて」

と６年生に渡していました。なんて優しい

ことでしょう。本当に家族みたいと行く前

から微笑ましい場面がありました。 

さて、亀岡市が重点を置いて進める「平

和」「環境」「人権」の取組の一環で、今

年から市内全小学校が、広島平和公園を訪

れ、年間を通じて平和についての学習を進

めます。平和資料館も大変新しくなり、原

子爆弾による爆

風、熱線、放射

能の被害や影響

について分類さ

れ、そのすさま

じさ、恐ろしさ

悲惨さなど、で

きるだけ当時の様子が伝わるように展示さ

れています。ただ、６年生がどのように受

け留めるかというと、心配されるところも

あり、写真や映像など事前学習を丁寧に行

い、当日も大人が見守りながら見学するこ

とにしました。また、事前に現地のピース

ボランティア辻先生に広島からわざわざ吉

川小まで来ていただき、原爆のしくみ、恐

ろしさ、被災した人の様子や思い、残され

た人の願いなどを伝えていただきました。

さらに、当日は午前中に平和公園、午後は

資料館でとてもわかりやすい説明をお世話

になりました。 

原子爆弾が広

島に投下されて

７９年目を迎え

ます。この間、

世界中で平和を

守る運動、学習、教育がずっと進められて

きました。それでもなお、現在、多くの国

や地域で紛争が続けられています。現状を

知り、その原因を子ども達といっしょにな

って考えていきたいと思います。この修学

旅行、このあとの平和学習を通して、いつ

までも平和について関心を持ち、考えられ

る人に育ってほしいと願います。子ども達

が辻先生の話を真剣に聞き、痛ましい資料

をじっと見つめる姿を見て、近い将来、平

和の大切さを語り伝える人になってくれる

ことと確信しています。 

平和学習の後は、同じ世界遺産の宮島・

厳島神社を訪れ、次の日は水族館やもみじ

まんじゅう手作り体験を楽しみました。 

初めての新幹線の旅、素晴らしい天候の

もと、かけがえのない仲間と過ごした２日

間は、一人一人の心に刻まれ、一生忘れる

ことのない思い出になるでしょう。 

各ご家庭には準備や送迎など、大変お世

話なりました。ありがとうございました。 

校長  藤田 哲也 
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